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1　はじめに
　小児にとって、入院が及ぼす人的、物理的な環境の
変化は多大な精神的負担となる。疹痛を伴う生活や治
療、安静保持のための抑制、家族との分離は、患児に
戸惑いや不安を与える要因となっている。Wellerは
「子供にとって遊びは、健全な情緒や社会性の発達の
ため必要なものであり、特に疾病を伴っている入院児
には痛みや不安からくる衝撃の緩和、不慣れな環境の
中での精神の安定をもたらす」と述べている。成長発
達途上にある小児にとって、生活そのものである遊び
が及ぼす影響は大きく、治療と同様大切な役割を果た
すものである。
　当病棟では、三児の遊びを企画運営する係が存在す
るが、計画性に乏しく、遊びへの援助の占める割合も
少ない。そして、援助拡大への意識も充分でないと感
じ、今回、季節的行事を計画的に運営することで、我
が病棟の遊びの実状を検討した。
ll当病棟の特徴
1）病床数29床で、構造上幼児が半数以上を占める。
2）1週間～2週間の短期入院が多く、殆どが手術目
的の入院である。
3）10科外科系混合病棟である。
4）治療のために安静・抑制を強いられる事が多い。
5）2名の保母が存在する。
皿　研究方法
1）期間：平成6年4月～平成7年3月
2）対象：入院中患児0歳児～15歳
3）展開方法
　以下の事に留意し行事を立案、実施する。
①季節を取り入れた行事を月1回立案する。
　1月一カルタ会　2月一豆まき大会
　3月一ひな祭り　4月一お花見
　5月一子供の日、母の日　6月一父の日
　7月一七夕　8月一夏祭り
　9月・10月一お散歩　11月一おいも堀り
　12月一クリスマス会
②遊びの機能を平均的にとり入れる。
　a．感覚遊び　b．運動遊び　c．模倣遊び
　d．想像遊び　e．受容遊び　f．構成遊び
③行事立案後、各行事責任者を決定し、保母と係が内
　容を調整する。
④実施2週間前に企画書を作成し、スタッフに公表、
　病棟会にて意見交換する。
⑤実施1週間前より、医師らに当日の処置時間への配
　慮や看護婦への当日の流れを伝え、協力を得る。
⑥当日朝、再度カンファレンスをし各仕事を依頼する。
⑦行事終了後、係で話し合いを持ち、その後病棟会に
　て意見交換する。
IV　結果
　立案した年間行事のうち11月のおいも堀りは実行す
る事ができなかった。しかし他の行事は予定通りに行
う事ができた。その中で、夏祭りは我が病棟において
初めて試みたものであった。
　内容としては、参加者対象の大半が幼児であったた
め、構成遊び、運動遊びを主に計画立案した。前者で
は、準備段階において参加チケットやお金を作成した。
チケットの大きさは一定のものであるが、自らの祭り
の想像を基に、ヨーヨーや魚の絵が様々に描かれてい
た。共同で製作するという集団遊びができ、また、ヨ
ーヨーと魚の色や形で三児の個性がよく現れていた。
　後者では、実際に魚釣りやヨーヨー釣り、西瓜割り
などを行った。病室外で（プレイルーム）行った事も
手伝い、活動的に遊ぶ患児達の姿があった。表情も普
段より明るく、我々の見た事のない笑顔があった。作
成したチケットを持ち、好きな模擬店から参加するよ
うに話すと“始めますよ”の掛け声に待ちきれず、駆
け足で店に走りよる患児や一緒に行こうと他児を誘う
児、困惑する年下の患児の手を取る年長児など様々な
光景があった。患児らの自発的な行動が目立った。又、
西瓜割り終了后、再度挑戦者を求めると普段口数の少
ない大人しい児が“やりたい”と大声で発するなど楽
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しさを現した。
　全てのプログラム終了后、自分の釣ったヨーヨーと
魚を持ち満足気に家族と話す患児らの姿は、看護婦を
和ませた。
V　考察
　年齢に合わせた遊びを提供する事で、それを通し、
患児自身が自らを表現する事ができた。そのことは入
院生活に早く適応でき、自ら自由に遊びはじめるきっ
かけとなったのではないか。そこで我々は同時に、遊
びを拡大していくための援助の必要があると考えた。
治療、処置、環境の変化などによる緊張や不安は、入
院する児なら誰もが持つものである。特に苦痛の大き
い治療や検査、処置を受ける患児こそ、一番に遊びを
必要としているのかもしれない。患児は遊びに参加す
ることにより、各年齢層に応じた反応を示し、その患
児らの表情と行動からは深い満足感を得ていることが
わかった。又、夏祭りのような集団遊びでは、仲間と
行動を共にすることで社会性、強調性を学ぶことがで
きると考える。自立心を養い、自ら様々な問題を乗り
越える能力を育てる効果をも生み出すのである。こう
して遊びは、不安を緩和し、児の成長を助けるのであ
る。
　看護においてとかく我々は治療への援助に重点をお
きすぎる点がある。しかし、治療以外に、遊びにより
入院児の不安や緊張が緩和されるという点で、遊びも
小児看護の1つと言えよう。当病棟の特徴である2）、
4）の理由他、年齢層の相違から、これまでは集団遊
びを計画していなかった。しかし、このような代表的
な集団遊びの結果、新たな展開が得られ、我々は、遊
びの必要性、重要性をより深く認識することができた
のである。
おわりに
　ここで述べた様な年間行事は、季節行事として、年
々内容を充実させ、より患児らのニードに沿ったもの
となるよう、係他、スタッフと共に検討していく必要
がある。又、我々が遊びを提供するのではなく、自発
的な活動である遊び本来の意味が失われぬよう、遊び
の意義を認めながら展開してゆきたい。
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